





















　大豆は英語名 Soybean、学名Glycine max 
（L.） Merr. である。Carl von Linné が命名し







は大粒大豆（粒度区分が 7.9 mm 以上）、中
粒大豆（粒度区分が 7.3 mm 以上大粒未満）、
小粒大豆（5.5 mm 以上中粒未満）、極小粒
大豆（4.9 mm 以上小粒未満）に分類される。
品種「オオツル」という大豆は 8.5 mm の粒
径があって初めて「オオツル」と表示でき、
「北海道タマフクラ」は 9.1 mm の粒径がな






　大豆の自給率は平成 24 年度で 8%、食料






カ（平成 25 年で 166 万トン）、ブラジル（同
64 万 9 千トン）、カナダ（同 37 万 8 千トン）、


































　枝豆の生産量は 2013 年で収穫量 6 万 3 千
トン、出荷量 4 万 6 千トンである 8）。また、





























いとして、3' 位（フラボン骨格の C 環の 3 位）
に水酸基が結合するかしないということがわ



















































































（すなわち、分子量が 450 の物質で M450 と
称する）が主成分として観察された（図 2）。 
図 2 は HPLC クロマトグラムといい、それ
ぞれの波長の吸収量をピークで表現したもの
















































製した。分取 HPLC は分析 HPLC に比較し









る MRI と同じ原理の装置で 1H（通常の水素）
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